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飛躍的な成長と技術革新の波の訪れが期待できる通信業界への投資に注目してはいかがでしょうか。

業績堅調のNTTは、７年連続の増配を検討

「５G」や「データ量急増」で注目！通信業界

「増配」と聞いて、どのような印象を受けますか？そもそも配当とは、株式を発行した企業
が利益を株主に分配したもの。だから一般的に、配当を継続的に出せる企業は、財務状
況が健全といわれます。配当の額を増やす増配は当然、業績がある程度好調でないとで
きないことでもあります。

NTT（日本電信電話）は、2018年３月期に増配し７年連続で増配する予定を発表してい
ます。同時に発表された堅調な決算内容や株主還元強化などが背景ですが、好決算を
支えた要因のひとつは、傘下の業績好調なNTTドコモ。「データ通信サービス」収入の増
加などが寄与しました。また今後の方針として、「５G」サービスの強化を掲げています。

2017年10月25日

世界の携帯データ通信量、急増中

スウェーデンの通信機器メーカー、エリクソンのデータによると、2017年1〜3月の世界の
携帯データ通信量は、前年同期比で70％増加しています。2012年を起点にすると動画
や音楽配信の増加に伴い、9倍以上増加しており、近年、飛躍的な増加傾向が続いてい
ます。音声通話が同期間でほぼ横ばいであるのとは、対照的です。

また、同社によると世界のスマートフォン向けデータは、2020年まで年率55％で増加する
という見込み。NTTドコモの決算が示したように、すでに「データ通信量の拡大」が通信企
業の成長ドライバーのひとつであり、今後もその傾向が続くことが期待できそうです。

データ通信
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5G普及、日本では2020年サービス開始か

データ通信量の増加に関しては、今後、第4世代通信「4G」の100倍の速度を持つ第5世
代通信「5G」の導入が追い風になると考えられます。
5Gとは5th Generationの略語で、日本では「第5世代移動通信システム」と呼ばれる国際
的な通信規格です。各通信企業が普及に力を入れているだけでなく、日本の総務省も東
京五輪がある2020年までに、日本国内でのサービス開始を目指すと発表しています。

また今後、大容量データを必要とするコンテンツの増加、ホーム・オートメーション、監視・
セキュリティ機器、コンピューター接続車、ヘルスケア製品、ウエアラブル端末等、従来以
上に広い分野での利用が進むことも期待できます。
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